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真から保育環境の質を評価する PEMQ（Photo 











































1）時期：2017 年 4 月（事前）・7 月（事後）
2） 調査対象者：筆者らが所属する保育者養
成校における保育内容「環境」の履修者
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人的環境 物的環境 空間的環境 自然環境 その他
初回
n 50▽ 27▽ 117▲ 83 83
％ 35.97％ 33.33％ 52.70％ 45.11％ 51.92％
期待度数 62.32 36.32 99.54 82.50 23.32
残差 −2.36 −2.22 2.87 0.09 1.07
最終回
n 89△ 54△ 105▼ 101 25
％ 64.03％ 66.67％ 47.30％ 54.89％ 48.08％
期待度数 76.68 44.68 122.46 101.50 28.68
残差 2.36 2.22 −2.87 −0.09 −1.07
注）△▽は 5％水準の高低を、▲▼は 1％水準の高低を示す
05_青木加奈･古屋真.indd   47 18/1/27土   15:16











χ2=7.62，df=4，n.s.， 物 的 環 境； χ2=3.89，
df=2，n.s.，自然環境；χ2=8.56，df=4，n.s.）、
「空間的環境」においてのみ中カテゴリーの出
現 率 に 差 が み ら れ た（ χ2=27.07，df=7，
p<.01）。各大カテゴリーにおける中カテゴリー


































n 6 9 12
％ 20.00％ 39.13％ 42.86％
期待度数 10.00 7.67 9.33
残差 −1.95 0.70 1.32
最終回
n 24 14 16
％ 80.00％ 60.87％ 57.14％
期待度数 20.00 15.33 18.67
残差 1.95 −0.70 −1.32
表 4− 1．「人的環境」における中カテゴリーの出現率の違い（結果：出現率の差異なし）
人全般 子ども 家庭 保育者 社会
初回
n 13 11 7 11 8
％ 30.23％ 45.83％ 33.33％ 28.21％ 66.67％
期待度数 15.47 8.63 7.55 14.03 4.32
残差 −0.94 1.11 −0.27 −1.19 2.32
最終回
n 30 13 14 28 4
％ 69.77％ 54.17％ 66.67％ 71.79％ 33.33％
期待度数 27.53 15.37 13.45 24.97 7.68
残差 0.94 −1.11 0.27 1.19 −2.32
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空間全般 場所 色 色以外 音 匂い 雰囲気 動線 時間
初回
n 40 47▼ 3 1▽ 1 1 23▲ 0 1
％ 60.61％ 41.23％ 60.00％ 14.29％ 50.00％ 100.00％ 88.46％ 0.00％ 100.00％
期待度数 34.78 60.08 2.64 3.69 1.05 0.53 13.70 0.00 0.53
残差 1.53 −3.52 0.33 −2.07 −0.08 0.95 3.89 0.00 0.95
最終回
n 26 67▲ 2 6△ 1 0 3▼ 0 0
％ 39.39％ 58.77％ 40.00％ 85.71％ 50.00％ 0.00％ 11.54％ 0.00％ 0.00％
期待度数 31.22 53.92 2.36 3.31 0.95 0.47 12.30 0.00 0.47
残差 −1.53 3.52 −0.33 2.07 0.08 −0.95 −3.89 0.00 −0.95
注）△▽は 5％水準の高低を、▲▼は 1％水準の高低を示す
表 4− 4．「自然環境」における中カテゴリーの出現率の違い（結果：出現率の差異なし）
自然全般 動植物 温度・湿度 天候 季節
初回
n 47 19 3 5 9
％ 43.52％ 38.00％ 75.00％ 45.45％ 81.82％
期待度数 48.72 22.55 1.80 4.96 4.96
残差 −0.52 −1.18 1.21 0.02 2.52
最終回
n 61 31 1 6 2
％ 56.48％ 62.00％ 25.00％ 54.55％ 18.18％
期待度数 59.28 27.45 2.20 6.04 6.04
残差 0.52 1.18 −1.21 −0.02 −2.52
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質問項目 人的環境 物的環境 空間的環境 自然環境
自然の中で過ごすことが好きである 　.02 　.04 　.01 　.07
季節の変化に気が付くことができる −.07 　.04 −.19* −.14
花や野菜を育てることが好きである −.03 　.13 　.15* −.03
虫や小さな生き物を捕まえたり触ったりすることができる −.00 −.06 　.04 −.12
屋外で過ごすことが好きである 　.00 　.08 　.08 　.14†
室内で過ごすことが好きである 　.01 −.01 −.01 　.05
一人でいることが好きである −.03 　.03 −.13† 　.08
いろいろな人とかかわることが好きである −.06 　.05 　.03 　.00
整理整頓が得意である 　.01 −.04 　.16* −.10
新しいことを発見することができる −.02 　.02 　.09 −.06
様々な工夫を考えることができる 　.15† 　.12 　.05 −.06
どうしたらよいか、思考や行動の選択肢をいくつか考えることができる 　.05 　.15* 　.05 −.16*
いろいろな角度からものごとを考えることができる −.02 −.02 　.10 　.00
自分が直面している状況を正確に理解することができる 　.03 　.04 −.04 −.14†
計画にないことが起きても、落ち着いて対応できる −.02 　.04 −.04 −.05
注）有意水準：†p<.10, *p<.05, **p<.01, ***p<.001
表 5．学生の特性と「環境」に対するイメージの出現数との相関
質問項目 人的環境 物的環境 空間的環境 自然環境
自然の中で過ごすことが好きである −.02** −.04** −.01** −.07**
季節の変化に気が付くことができる −.07** −.04** −.19** −.14**
花や野菜を育てることが好きである −.03** −.13** −.15** −.03**
虫や小さな生き物を捕まえたり触ったりすることができる −.00** −.06** −.04** −.12**
屋外で過ごすことが好きである −.00** −.08** −.08** ll.14†
室内で過ごすことが好きである −.01** −.01** −.01** −.05**
一人でいることが好きである −.03** −.03** −.13† −.08**
いろいろな人とかかわることが好きである −.06** −.05** −.03** −.00**
整理整頓が得意である −.01** −.04** −.16** −.10**
新しいことを発見することができる −.02**　 −.02** −.09** −.06**
様々な工夫を考えることができる 　.15†  −.12** −.05** −.06**
どうしたらよいか、思考や行動の選択肢をいくつか考えることができる −.05** −.15** −.05** −.16**
いろいろな角度からものごとを考えることができる −.02** −.02** −.10** −.00**
自分が直面している状況を正確に理解することができる −.03** −.04** −.04** −.14†
計画にないことが起きても、落ち着いて対応できる −.02** −.04** −.04** −.05**
注）有意水準：† p<.10, *p<.05, **p<.01, ***p<.001
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